
.橘寺の調査-1995・1次

唱 はじめに

この調査は、明日香村川原の特別史跡川原寺跡南門前

の県道から現橘寺西門へ至る村道の拡幅計画に伴う調査

である(図54参!!~) 。 調査は、水回毎に 1 から 6 に区分

し、 1-4区を当研究所が担当し、南の 5・6区を桓原

考古学研究所が担当した(r明日香村史跡楠寺旧境内発掘

調査概報」奈良県立極原考古学研究所編 『奈良県追跡調

査概報1995年度Jl996年)0 1 -4区の水聞では1957年の

川原寺第1次調査に際して川原寺南門前の石敷参道、 2

時期にわたる橘寺北門などが確認されており、今回の調

査区の大半はそれと重複するが、村・道は先の調査以後に

無届けで拡幅されているものの区間内に未調査地が残る

ことし西方130mでの楠寺1986-1次調査で確認された

楠寺の官Il!Ji期に遡る掘立柱塀と葉掘f!Yi:からなる北限胞設

が4区の下層に及ぶと恕定されることから調査を行った

もので、 40年ぶりに行った補足調査の色彩が強い。

2 遺構

検出した主な遺構は川原寺南門前石敷、東西道路とそ

の側溝、根i寺北門、掘立柱泣構、府i寺寺域内参道側溝、

同パラス敷、掘立柱塀SA01、京都，構SD02、炭化物土坑、

長方形土坑、小柱穴などがある。泣梢は大別してIJ!J1( 7 

世紀後半)、 II期(奈良時代)、 111期(鎌倉時代以降)に

分類され、地域的には東西道路とその北(川原寺)と南

(橘寺)とに分かれる。

橘寺

111期の橘寺北門については先の調査で桁行3問、梁間

21mの八脚門であり、 一回り大きなII1Ulの北門基壇を利

用して再建されたこと が判明している。今調査では南側

中央間西の礎石川問、南間務前と再建以前のw切の悲壇、
南雨務構を再検出し、先の調査成果を現行の国土方|股座

標と標高て.計iWlするとともに基壇北半から水田畦畔につ

72 衆文研 年報/1997-11

いて精査した。その結果、棟通り中央間西の礎石抜取穴

とされている穴の束に、掘立柱追構l基を検出した。掘

立柱追椛は直径1.2m、i奈さ1.4mの掘形の底に板を敷き

その上に直径0.4mの柱を立てている。長さ1.2mの柱根

が追存した。掘形t.m.土には焼土と共に室町時代の軒平瓦

()I!原寺952型式)などが入っており、永正年1m(1504-

1521)の焼失以後に立てられたものである。先の調査の

礎石抜取穴はこの追構の掘形と眼鏡状に連結し、底面も

同じi奈さにある こtから同様の追構とみられる。旧北門

の棟通りにあることから何らかの閉塞施設とら考えられ

るが、門の中央やや西寄りに位置する上に、対称、位置に

は存在しない。焼失後の北門基壇上に 2本の太い柱が約

1.2m離れて立っていたことになるがその機能、性格は明

らかでなL、。なお、基担北端が想定された水田畦畔下で

は後世の石垣の背而に奈良時代の基tf1土と基tf1縁石の抜

取穴を発見し、報告の想定の正しさを確認した。

北門の南は山期にはパラスや瓦による舗装がなされた

参道であるが、その下l習のji't褐色粘土の経地土上面て南

北京掘柿:を検出し、厚さ0.3mの整地土下でI期の掘立柱

塀SA01、東西構SD02を検出 した。 南北河~iは師0.8-0.6

m、深さ0.2m。北で北門の中央間四礎石にそろい、 5・

6区でも南延長音I1にあたる講を検出していることから奈

良時代の寺械内参道西側部と考えられる。II期の南雨落

部底石の下にある東西構は幅2.0m、深さ0.8m。南北の

壁而に不聖堂形な窪みがあり、護岸石積守抜き取っている

可能性がある。担!土からは 7世紀後半の土器が出土した。

柿ては1986-1次て‘検出したSD02の束延長線上に位置し一

連の追構とみられる。東西椛南岸に近接して掘られた掘

立柱iff~の柱穴は一辺1. 2 m 、 i奈さl. lm 。 直径0.25m の柱

を西側から抜き取っている。柱位置はII期の基Jf1南縁の

南2.8m、lIIJ闘の北門棟j通りの南 7mて、東西棋南岸から

0.8mしか離れておらず、南岸から 2m余の位置にある

1986-1次調査の掘立柱塀SA01と直ちに一体とする こと



に疑問の余地があるが、!時停からは問l時に存在する追構

である。なお、門を想定して周辺を柿査したが柱穴の南

は地山が高くなっておりそこに才主穴斡:はみられない。

東西道路

先の調査では一段高い北I"jの北、川原寺南r"jとの聞に

東西古道の存在を想定しているが道幅を示す逃椛を特定

していなかった。未調査区を中心に精査した結来、北門

北緑の北約4mで先に検出している東西郡と参道石敷南

の東西慌の!日!がパラス敷になっていることを確認し、 こ

の 2 本の東西溝が道路(ll1l~Vi: !:考えられた。I有の東西成は

幅1.6m、深さO.3mで 7.1止紀末の土総が少量含ま れる。

構はその北と南に広がる 6世紀末-7世紀前半の土一器や

スラグ、炭の入った土坑を咳し、路而のパラス敷はそれ

を額う。北の東西i出は臨O.8m以上、 i奈さ0.3mのよ掘消

で、 北岸には奈良時代の瓦を含む石敷が延びる。石敷の

下には大型花i告i岩を東西に並べた石手IJが一部残っており、

当初は石列が北jギて、あったと思われる。道路幅はi1l11消心

心聞で約12.6m、路面ては11.4mである。iJ!ili:i'li:IJ'，土造物

からは今一つlリl慌てはないが、 道路は川原寺の造営 ・整

備l時に作られ奈良平安時代を通じて存在したであろ う。

川原寺

東西道路北iJliI消の北に広がる石敷は、後述する，'-1'，土瓦

の検討からも l切らかなように川原寺に|剣わる追柿で、南

門からのびる参道の南に設けられた広場の南端に位置す

るのであろ う。石敷は人間大の花岡岩玉石を乱維に敷い

たもので、下府の石手IJ以南が南に傾斜する以外は石の上

端がほぼ揃っている。 瓦を交えた補修と小喋による有1ì(1~

を受けている。補修に利用した瓦矧には緑利!水波紋J専や

奈良時代の瓦が合まれており、平安l時代までは存続した

ので.あろう。

3 遺 物

多註の瓦1専類と少iitの土総類のほか、フイゴ羽nなど

の土製品、鉄釘などの金属製品がわずかにある。瓦;t]f.類

には丸 ・平瓦、粁瓦、鬼瓦、緑幸Ib水波紋1専があ り、追構

の帰属を明11政に示すJ点で五UtT-な資料である。

刺:瓦は、軒丸瓦8点と11汗平瓦13点がLI'，ニ仁した。川jjji寺
との同拒品が多L、。軒丸瓦の内訳は川j点寺創建の而違い

鋸歯紋縁後弁八弁蓮華紋601型式2点(C紐 1点)、 608型

式1点、首i紋紘の「紀寺式J621型式1点(匡164-1 )、珠

圏
1993-2次

Yニー16.530

x=一169.910
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束尚i1U品
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10. 

図63 橋寺1995・li.欠調査等遺倒図 1: 300 
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図64福寺1995-1次調査出土瓦t哩類(1-6)と川原寺出土緑粕水渡紋i哩(7-10)1-5は1:4.6-101.1..1:2

紋縁の単弁十六弁蓮華紋701型式1点、鎌倉時代巴紋(2 ) 

と近世以降の巴紋各l点である。軒平瓦は四重弧紋651型

式8点 (B: 1点、 D: 7点)、鎌倉時代4点 (3-5 : 

川原寺951型式 l点)、室町時代 l点(川原寺952型式)で

ある。鬼瓦は鎌倉時代のもの。これらの瓦を出土地点で

みると橘寺北門以南の橘寺寺域内て1ま鎌倉時代以降の軒

瓦が目立つ。北門の再建に|集Liiliするのであろう。川原寺

の創建瓦なe:7世・紀代の瓦は北門から北に多〈 、川原寺

の所用瓦であろう。 丸 ・平瓦は 7世紀から鎌倉時代まで

のもの。:tL瓦は913点139.4kg、平瓦は4，507点490.5kgが

出土。平瓦には凸商布目平瓦があり、なかに桶の合わせ

自の枠板に布端を綴じ付けた痕跡を残すものがある。

注目されるのは緑粕水波紋場破片2点である (図64-

6・7)0 6は焼成前に「西外四J 1:へラ担ーきする。 7は

隅を残す縦、横4.5cmの小片。 ともに厚さ1.8cm前後の板

状の敷場である。表面にはへラ削りして水波紋を半肉彫

りし緑~Iを施す。緑軸は一部側面に及ぶ。裏商に は布目

がある。調査区北部の石敷から出土 したのと、橘寺では

過去に出土しておらず、川原寺所用とみてよかろう。

川原寺ではこれまで2種類の縁軍111水波紋Jiが出土して

いる。一つは今回出土したものと同じ半肉彫 り表現(8: 

仮にA類とする)で、もう一つは線描き表現(9・10: 

仮にB類とする)である。川原寺裏山遺跡の緑手IhJl'{.はB

類に限られるら し L 、 。 A ~nは一辺11cm と 6cmの例が知ら

れるが、 8は幅5.2cmしかない。B類は1l.5-15. 5cmの大

きさと報告されている (網干普教「飛J4川原寺裏山追跡

と出土追物Jr仏教芸術』第99号 1975年)。東回廊南端東
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側出土例 (A類)には、「コ八」のへラ書きがあり(円iI

原寺報告J38頁 Fig.20、PL.52-97)、また、川原寺裏山

遺跡出土例には「北大一」あるいは「第十一口三」とい

ったへラ暫きや量告:があるという(京都国立博物館 『特

別陳列 川原寺裏山遺跡出土品J1975年)。奈良時代の法

華寺出土例には裏而に 「十三隙十」のへラ告:きをも つも

のがあり、配列場所を示すものと推定されている(帝室

博物館r天平地質J1937年口絵)。これは、大きな画而を

碁盤目に区切って製作し、パーツの完成後に再構成する

方式であろう。川原寺の緑手111*波紋埠にも同様の方式が

採用されていたと考え られる。

4 まとめ

調査の結果、先に川原寺t橘寺の聞に想定されていた

東西道路は幅約12mで楠寺寺域に近接して通り、道路以

北は南北幅約14mの石敷広場と南北長約11mの石敷参道

である可能性が高くなった。

橘寺寺域の北限胞設については、 7世紀後半代の掘立

柱塀と索掘構が北門の南に及ぶことが明らかになった。

年代的には川原寺の造営に際しての整備と考えられるが、

川原寺衛門の正面に附門していたか否かはl切らかでなし、。

北限施設はその後、奈良時代にはおそらく寺成の北限に

そって、築地、北門が造られ、鎌倉時代の大改作を経て、

永正年liiJ(1504 -1521) に主要伽藍とともに焼失したの

であろう。廃絶した北門基埋上の2本の掘立柱追構は室

町時代以降に基壇上に立てられた、寺域を明示する胞設

の一部であろう。(西白書事生 E類;花谷)


